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A 現状維持
市民スタッフの活動により、行政の伝えたい情報を市民が分かりやすい方法で、また、市民が必要な情報を取材により分かりやすく伝え
ます。
市内全域に同時に同一の番組を放送するため、現在の番組制作及び放送を引き続き行います。
市民の質問に答える『市民なっ得コーナー』を引き続き設け、市民の関心を深めます。
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　 Σ
役務費
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

ケーブルテレビ会社が２社に亘り、各々独自放送を行っているが、伊賀市全域に同時に同一の番組を放送するために行
政情報番組が必要です。
市民の関心が高い議会中継は、行政チャンネルでしかできないため必要です。

「ウィークリー伊賀市」は１週間に１本のため、ニュース性のある放送はできません。
内容により、ビジュアル（視覚的）なお知らせができました。文字放送は、随時更新できるので、速やかに情報を提供でき
ました。市民スタッフの活動により市民が分かりやすい番組制作ができました。

番組に文字テロップや図の多用、また音声入りの文字放送など、ユニバーサル対応の番組制作に心がけ、正確で分かり
やすさに努めました。
市民スタッフの取材や提案により、市民の関心が高い分かりやすい番組制作をしました。

ケーブルテレビ会社が２社に亘っているため番組放送料（チャンネル使用料）が重複し、２社を繋ぐ光ファイバー心線使用
料が必要です。
伊賀市全域に同一の行政情報番組を提供しました。。
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平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

53,680

番組検討委員会報酬

市民スタッフ謝礼

番組制作委託料
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平成１９年度 決算内容

各種行政情報をより正確に分かりやすく速やかに知ることができ
ます。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

ー

「行政情報番組」では、できごとウォッチング、特集、お知らせ
を組み合わせ30分番組を52本制作しました。「文字放送」は、
５～10分の内容を30分間繰り返し、「行政情報番組」と「文字放
送」を、月曜～日曜の午前７時から午後１２時まで、１日１７回
放送しました。定例会開催月を除いて隔週で５分間の議会だ
よりを組み入れて放送しました。
年４回の議会定例会（開会、一般質問、予算委員会、閉会）の
議会中継と再放送を行いました。

平成１８年８月から、文字放送に音声を導入しました。
市民スタッフ４名のうち平成２１年２月に１名退職し、現在
３名が市民の立場で番組づくりに参画しています。
平成２０年４月から、Ｌ字ウインドウで緊急告知を行ってい
ます。
平成２０年度に文字放送機器整備を行い、平成２１年４月
から新システムで稼動しています。
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単位指標設定の考え方

番組や情報の必要性により加入率は向上し
ます。
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